
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
 

 

 
 

 
 
僕には鳥の言葉がわかる 

鈴木 俊貴 【著】 小学館 
 

 著者は動物言語学者で 

2 0 年 間 、 シ ジ ュ ウ カ ラ の 

言 葉 を 追 求 し て お り 、 

「鳥の言葉がわかるように 

なる！」と明言している。 

名詞も話し、(例：「ジャー 

ジャー“蛇”」)、文章も話す。 

（例：「ピーツピ(警戒)」、 

「ヂヂヂヂ（集まれ）」）。 

 また、方言もあるという。 

身近な自然の中には、わかっているようで 

わ か っ て い な い こ と が 多 く 存 在 し て い る な と 

感 じ ま す 。 医 療 か ら 少 し 離 れ て 、 自 然 と の 

つながりを思い出すのに最適な一冊です。  
 

 

 

 

俺たちの箱根駅伝 上下巻 
池井戸 潤 【著】 文藝春秋 

 

                池井戸潤氏が十数年に 

わたる取材を経て描いた 

渾 身 の 一 作 で 、 ド ラ マ 化 

も決定しています。 

本選出場を逃した明誠 

学院大学の選手を中心とし 

箱 根 駅 伝 を 目 指 す 関 東 

学 生 連 合 チ ー ム の 選 手 

や 新 人 監 督 、 テ レ ビ 局 

ス タ ッフ の 奮 闘が 描 かれ 

ています。箱根に臨む姿勢がそれぞれ異なる選手 

たちが、衝突を乗り越えて一丸となっていく姿には 

涙します。リ アルなレース の駆け引きや駅伝の 

裏側も魅力で、普段駅伝を見ない方も楽しめると 

思います。 

 
 
 
咲良は上手に説明したい！ 
滝沢 志郎 【著】 PHP研究所 

 

                  取扱説明書を作るお仕事 

「テクニカルライター」。 

 老舗マニュアル制作会社に 

転職した主人公咲良（さくら） 

がベビーカー、AEDなど様々 

な取扱説明書を作りながら 

テ ク ニ カ ル ラ イ タ ー と し て 

成長していくお話です。 

 「一文一義」、「タイトルは 

具 体 的 に 」 な ど 、 的 確 な 

アドバイスで咲良を導く浅倉先輩も魅力的です。 

最後のトイドローンのコンペでは、製品に関わる 

人たちそれぞれの思いを汲んだ咲良のプレゼンに 

胸が熱くなります。 気持ちが前向きになり、「人に 

伝わる文章を書こう！」と思わせてくれる素敵な 

一冊です。ぜひ読んでみてください。 

  
 
 
 
ルリボシカミキリの青 

―福岡ハカセができるまで 

福岡 伸一 【著】 文藝春秋 
 

生物学者の福岡先生の 

エッセイ。生物学を身近な 

事例になぞらえ、研究生活 

や教育についても書かれて 

い ま す 。 高 校 の 国 語 の 

教科書にもあったようですが 

わたしはこの本を数年前の 

ドキュメンタリー番組で知り 

ました。 プロローグにある 

「好きなことを好きであり続けることは豊かで 

自分を励まし続ける」  という言葉は響く人も 

多いのでは。読んだ人の「センス オブ ワンダー」 

が見つけられればうれしいです。 
 

<老年看護学>  堀  裕子 先生 <地域看護学> 首藤 佐織  先生 

<図書館>   白川 裕子 さん 

 

          

          

          

          

          

    

◆企画展示紹介  皆さんにおすすめしたい図書を集めて雑誌架に展示しています 

図書館だより 

◆◆◆ ご挨拶 ◆◆◆ 

◆図書委員会おすすめ図書 2026年7月  
Vol.25 

大分県立看護科学大学 

図書委員会 

附属図書館長 福田 広美 

◆1年⽣が友⼈に向けた推し本 新刊コーナー横に展示しています 

<基礎看護学>  神矢 恵美 先生 

７月に入り夏休みが近くなりました。人生をより豊かにする本に出会ってみませんか？ 

大学では、ほぼ毎月100冊を超える新書を加え、図書の企画展示も行いながら皆さんの 

学びや人生がより豊かになるよう図書館を充実させています。日々の学習に役立つ専門書 

はもちろん、心を豊かにする本も沢山あります。慌ただしい日常のなかで、本を開く時間 

をぜひ持ってみてください。そのなかに新たな気づきや自分自身の支えに繋がる1冊が 

あるかもしれません。夏休みはそうした本に出会うチャンスです。是非、皆さん新たな 

出会いを楽しみに図書館へお越しください。 

みんなで選んだ本の総選挙  

大学ナビ講座「図書館利用法」の授業で1年生の皆さんに 

「推し本」を聞いてみました。講義中のグループワークで 

選んだ本は9冊、その中から読んでみたい本1冊を選んで 

もらいました。1位は町田そのこさんの「52ヘルツの 

クジラたち」でした。また、講義後のレポートに書いて 

もらった皆さんの「推し本」を新刊コーナー横に展示して

います。友人の選んだ本をぜひ読んでみてください。 

―エリザベス2世 生誕100年― 

イギリスの歴史と文化 

2026年はエリザベス2世(1926-2022)の生誕100年 

にあたります。多くの人に愛された女王の節目の 

年にちなんで図書館ではイギリスの歴史と文化に 

関する本を集めました。古き良き伝統と最先端の 

文化が融合するイギリスの魅力を図書館の本で 

味わってみてください。 

順位 書　　名 編著者 発行

1 52ヘルツのクジラたち 町田そのこ 中央公論新社

2 コーヒーが冷めないうちに 川口俊和 サンマーク出版

3 赤い指 東野圭吾 講談社

4 ナースの卯月に視えるもの 秋谷りんこ 文藝春秋

5
病院というヘンテコな場所が
教えてくれたコト

仲本りさ いろは出版

6 ガリレオの苦悩 東野圭吾 文藝春秋

6 勉強が面白くなる瞬間 ペク・ソンヒョク ダイヤモンド社

8 君の膵臓をたべたい 住野よる 双葉社

8 天久鷹央の推理カルテ 知念実希人 新潮社



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土
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図書館では土日祝日に学部生・院生・卒業生を対象として休日開館を行っています。ぜひご利用ください。 
スケジュールは変更する場合がありますので最新情報はホームページでご確認ください。 

⼤分県⽴看護科学⼤学附属図書館   TEL 097-586-4330  FAX 097-586-4373   
E-mail: library@oita-nhs.ac.jp   URL: https://www.oita-nhs.ac.jp/library/ 

◆図書館カレンダー（2026年7月〜9月） 

図書館だより  Vol.25 2026 年 7 月発⾏ ⼤分県⽴看護科学⼤学図書委員会 

9 時～20 時 9時～17時 休館日 9 時～15 時 （入試準備のため） 

12 時～17 時 （土日祝日の開館日は学内者・卒業生のみ利用可能です） 

◆2階キャレル席の照明がLEDになりました 

◆学⽣からのメッセージ 

◆学⽣時代にお世話になった1冊  先生方が学生時代に読んでいた本を紹介します 

◆卒業⽣が図書館で結婚式の前撮りを⾏いました 

＜精神看護学＞   外池桃子 先生 ＜成人看護学＞   吉田嘉子 先生 

看護覚え書 : 看護であること看護でないこと  
フロレンス・ナイチンゲール 著 ： 湯槇ます[ほか]訳 現代社 

置かれた場所で咲きなさい  
渡辺和子 著 ： 幻冬舎 

実習、人間関係、忙しさ、理不尽さ、 

看護の現場には「なんでこんなにつらい 

んだろう」と思う瞬間があります。 

この本は、無理に前向きになれという

本ではありません。むしろ、「苦しい場所

でも、自分の在り方は選べる」 という 

静かな強さについて書かれています。

どんな環境でも、自分の姿勢まで 

失わないこと。この本は、看護学生や 

若い看護師にとって、不思議な力を 

与えてくれる本だと思います。 

皆さんも見覚えのある本では 

ないでしょうか？私も大学１年生 

の授業で読み、ナイチンゲール 

の鋭く率直でわかりやすい言葉に

衝撃を受けました。看護とは何か、

患者と向き合うとはどういうことか 

深く考えさせてくれる一冊です。 

実際の看護現場で壁にぶつかった

時に、新たな視点で読み返して 

ほしい本です。 

◆ 学部生3年 永岡乃亜 さん ◆ 
 

私は課題や実習の事前学習で、よく附属図書館 

を利用しています。看護や医療に関する専門書が 

充実しているだけでなく、雑誌や一般書もあり、 

気分転換にも役立っています。静かな環境で集中 

して学習できることも図書館の魅力です。 

本を探していると、授業では触れられない知識や 

新しい発見に出会うことがあります。これからも 

図書館を活用しながら、看護師として必要な学び 

を深めていきたいです。 

本学卒業生のお二人が結婚式を前に大学キャンパスで前撮りを行いました。 

学生時代に一緒に図書館で勉強していたとのことで、図書館内でも撮影が行われました。 

思い出の場所として図書館を選んでいただき、図書委員会一同大変嬉しく思っております。 

お二人の笑顔に、幸せのお裾分けをいただきました。新しい門出を心からお祝いします。 

※7/11（土）オープンキャンパスは 10 時～16 時まで開館しています。 

◆ 大学院生1年 宮脇杏奈 さん ◆ 
 

私は大学院に入学してから、教科書だけでは 

なく様々な情報を基に考える機会が増えました 

図書館には幅広い分野の本が揃っており、自分 

に 合 っ た 参 考書 を 見 つ け て 学 習 に 役 立 て て 

います。また、司書さん達と読んだ本の感想を  

話したり、おすすめの本を紹介し合ったりする 

時間も楽しみの一つです。私にとって図書館 

は、学びを支えてくれると共に、新しい本との 

出会いや交流を楽しめる大切な場所です。 

◆2026年本屋⼤賞 図書館入口に展示しています 

図書館の2階キャレル席（個人閲覧席） 
の照明がLEDに替わりました。 
これまでに比べ明るさが増しており、 
快適な環境で勉強していただけます。 
また、消費電力の削減により、省エネ 
効果も期待できます。快適になった 
図書館をぜひご利用ください。 

図書館では今年も本屋大賞の入賞作品を 

展示しています。大賞は朝井リョウさん 

の「イン・ザ・メガチャーチ」でした。 

小説の舞台として大分も登場します。 

その他の作品も面白いものばかりです。 

書店員が推す10作品をぜひ読んでみて 

ください。 

大 賞 

イン・ザ・メガチャーチ 
朝井リョウ 

日経 BP 

。 


